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昭
和
の
は
じ
め
、
岩
手
町
の
畑
に
芽
吹
い
た
小
さ
な

葉
は
、
や
が
て
町
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
葉

タ
バ
コ
は
人
々
の
暮
ら
し
を
潤
し
、
季
節
ご
と
に
畑
を

彩
り
な
が
ら
、
86
年
も
の
時
を
刻
ん
で
き
た
。
最
盛
期

に
は
９
３
６
戸
の
農
家
が
そ
の
葉
を
育
て
、
町
の
経
済

を
支
え
た
が
、
令
和
の
今
、
担
い
手
は
わ
ず
か
69
戸
に

ま
で
減
っ
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
手

町
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
物
語
が
あ
る

。
葉
に
託

さ
れ
た
誇
り
と
記
憶
を
、
今
こ
そ
振
り
返
り
た
い
。

葉に刻まれた町の記憶
この町のカタチ特 集  Special Feature

葉
に
刻
ま
れ
た  

町
の
記
憶

町
に
生
き
る
人
々
の
姿
や
思
い

を
紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
る
特
集
「
こ
の
町
の
カ

タ
チ
」。

今
回
は
、
栽
培
が
始
ま
っ
て
86

年
の
歴
史
を
刻
む
「
葉
タ
バ
コ
」

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
葉
タ
バ
コ

の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
14

年
、
当
時
の
沼
宮
内
町
長
・
柴
田

兵
一
郎
氏
の
働
き
か
け
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
昭

和
金
融
恐
慌
や
世
界
恐
慌
に
よ
る

深
刻
な
不
況
、
さ
ら
に
戦
時
体
制

へ
と
移
り
変
わ
る
激
動
の
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。
町
に
暮
ら
す
人
々

が
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
と
の
願
い
か
ら
、
葉
タ
バ
コ

の
導
入
が
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

86
年
の
歳
月
を
経
て
、
最
盛
期

に
は
９
３
６
人
を
数
え
た
耕
作
者

も
、
令
和
７
年
現
在
で
は
69
人
に

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
作
付
転
換

や
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
要

因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
今
日
に

至
る
ま
で
代
々
受
け
継
ぎ
、
町
の

葉
タ
バ
コ
を
支
え
続
け
る
生
産
者

の
姿
は
、
ふ
る
さ
と
の
営
み
そ
の

も
の
で
す
。
知
ら
れ
ざ
る
草
創
期

や
代
々
引
き
継
い
で
き
た
農
家
た

ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
た
い

こ
の
町
の
カ
タ
チ
が
あ
る
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年 度 旧町村 人 数 面 積 出荷重量 代 金 １㎏代金

昭和 14

沼宮内町 35 人 3.82 ha 7,663.5 ㎏ 5326 円 270 厘 695 厘
川口村 59 人 6.78 ha 13,432.5 ㎏ 9347 円 700 厘 696 厘
一方井村 28 人 3.19 ha 6,349.5 ㎏ 4126 円 185 厘 650 厘
御堂村 67 人 8.71 ha 17,293.0 ㎏ 1 万 2230 円 790 厘 707 厘

計 189 人 22.5 ha 44,738.5 ㎏ 3 万 1030 円 945 厘 694 厘

昭和 29

沼宮内町 35 人 3.83 ha 7,424.5 ㎏ 118 万 9660 円 160 円
川口村 73 人 7.86 ha 14,032.0 ㎏ 246 万 1875 円 175 円
一方井村 151 人 20.98 ha 42,934.0 ㎏ 663 万 7425 円 155 円
御堂村 114 人 11.46 ha 21,167.0 ㎏ 312 万 4560 円 148 円

計 373 人 44.13 ha 85,557.5 ㎏ 1341 万 3520 円 157 円

年 度 人 数 面 積 出荷重量 代 金 １㎏代金
昭和 34 619 人 95.67 ha 215,114.5 ㎏ 3507 万 1065 円 163 円
昭和 39 936 人 208.14 ha 568,712.0 ㎏ 1 億 5773 万 4455 円 277 円
昭和 44 699 人 194.90 ha 489,052.0 ㎏ 2 億 2724 万 100 円 465 円
昭和 49 589 人 275.24 ha 765,582.5 ㎏ 7 億 4133 万 5275 円 968 円
昭和 54 534 人 306.49 ha 828,428.5 ㎏ 10 億 6542 万 9105 円 1286 円
昭和 59 493 人 289.75 ha 755,762.0 ㎏ 11 億 3320 万 6585 円 1499 円
昭和 63 407 人 257.85 ha 723,019.5 ㎏ 9 億 1636 万 5535 円 1267 円
平成元 359 人 231.63 ha 724,357.5 ㎏ 10 億 1928 万 3825 円 1407 円
平成６ 320 人 247.70 ha 845,130.0 ㎏ 14 億 5236 万 1550 円 1719 円
平成 11 285 人 233.29 ha 613,031.0 ㎏ 11 億 2000 万 1655 円 1827 円
平成 16 247 人 209.14 ha 535,734.0 ㎏ 9 億 5078 万 350 円 1775 円
平成 21 210 人 180.63 ha 443,967.0 ㎏ 8 億 2774 万 2355 円 1864 円
平成 26 144 人 124.98 ha 308,515.0 ㎏ 5 億 6629 万 1793 円 1836 円
平成 30 125 人 105.62 ha 264,836.5 ㎏ 5 億 268 万 730 円 1898 円
令和元 115 人 97.68 ha 287,406.0 ㎏ 5 億 4954 万 5292 円 1912 円
令和６ 73 人 60.81 ha 166,158.7 ㎏ 2 億 9962 万 3175 円 1803 円

葉に刻まれた町の記憶
この町のカタチ特 集  Special Feature

昭
和
10
年
代
の
前
半
、
当
時
の

沼
宮
内
町
長
だ
っ
た
柴
田
兵
一
郎

氏
が
、
県
北
の
貧
困
な
営
農
に
悩

む
農
家
の
振
興
を
図
る
た
め
、
最

も
安
定
し
た
換
金
作
物
と
し
て
目

を
付
け
た
の
が
「
葉
タ
バ
コ
」
で

し
た
。
当
時
は
、
煙
草
専
売
法
１※

に
基
づ
き
、
葉
タ
バ
コ
の
生
産
か

ら
販
売
ま
で
専
売
局
が
管
理
し
て

い
ま
し
た
。
耕
作
の
許
可
を
得
る

た
め
に
、
柴
田
氏
が
中
心
と
な
っ

て
再
三
に
わ
た
り
陳
情
運
動
を
展

開
。
そ
の
結
果
、
専
売
局
の
理
解

と
協
力
を
得
て
同
14
年
、
専
売
公

社
の
許
可
と
同
時
に
沼
宮
内
町
を

中
心
に
近
村
合
わ
せ
て
、
36
㌶
の

畑
で
葉
タ
バ
コ
（
バ
ー
レ
ー
種
）

の
耕
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、
専
売
公
社
や
柴
田
氏
な

ど
が
熱
心
に
普
及
を
進
め
、
年
々

耕
作
地
は
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

葉
タ
バ
コ
は
沼
宮
内
町
を
中
心
に

県
北
一
帯
へ
広
が
り
、
現
在
の
基

礎
を
作
り
ま
し
た
。

葉
タ
バ
コ
耕
作
の
始
ま
り
と
共

に
各
地
区
に
、
タ
バ
コ
耕
作
組
合

が
組
織
さ
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で

最
初
に
結
成
さ
れ
た
組
合
は
、
同

14
年
に
沼
宮
内
町
を
中
心
に
１
町

７
カ
村
で
結
成
さ
れ
た
「
沼
宮
内

地
方
た
ば
こ
耕
作
組
合
」で
し
た
。

続
い
て
、
同
15
年
に
雫
石
地
方
、

二
戸
地
方
の
組
合
が
発
足
。
こ
れ

ら
の
タ
バ
コ
耕
作
組
合
が
合
同
し

て
同
19
年
12
月
、
県
北
た
ば
こ
耕

作
組
合
連
合
会
が
結
成
さ
れ
、
初

代
会
長
に
柴
田
氏
が
就
任
。
同
33

年
の
法
人
化
組
合
設
立
ま
で
の

間
、
こ
の
大
き
な
タ
バ
コ
耕
作
組

合
組
織
が
機
能
と
役
割
を
十
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

※
１
煙
草
専
売
法

明
治
31
年
に
施
行

さ
れ
た
葉
煙
草
専
売
法
が
基
盤
。
同
37
年
に

煙
草
専
売
法
と
し
て
栽
培
か
ら
製
造・販
売
ま

で
が
国
の
管
理
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

生
産
量
や
品
質
が
向
上
。昭
和
60
年
に
廃
止
。

　大正 13 年慶応義塾大学経
済学部を卒業後、第一銀行を
経て昭和５年盛岡銀行取締
役、同６年より旧沼宮内町長
を 3 期務め、その後貴族院
議員、衆議院議員、大蔵参与
官として国政でも活躍。国道
４号線の切り替えや県北葉タ
バコの奨励など町勢発展の基
礎を築いた。また、同 25 年
に東北銀行を創立し、東北・
町開発ならびに経済発展にも
大きく貢献された。

昭
和
30
年
７
月
21
日
、
１

町
３
ヵ
村
が
廃
止
さ
れ
、
岩

手
町
が
発
足
。同
33
年
９
月
、

た
ば
こ
耕
作
組
合
法
に
基
づ

く
法
人
組
合
「
北
岩
手
た
ば

こ
耕
作
組
合
」が
設
立
さ
れ
、

組
織
的
な
体
制
が
整
い
ま
し

た
。
品
質
の
向
上
と
安
定
生

産
の
た
め
、
公
社
か
ら
の
乾

燥
施
設
補
助
に
よ
り
、
葉
タ

バ
コ
乾
燥
室
が
次
第
に
普

及
。
同
39
年
に
は
、
作
付
面

積
の
拡
大
化
を
展
開
し
た
結

果
、
生
産
量
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。
以
後
、
霜
や
降

ひ
ょ
う
被
害
を
受
け
る
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
６
年

に
は
14
億
円
を
売
上
げ
、
国

内
有
数
の
生
産
地
へ
成
長
し

て
い
き
ま
し
た
。

昭和13年頃、愛宕山頂から撮影された沼宮内町

柴田 兵
ひょういちろう

一郎 氏

葉
タ
バ
コ
耕
作
の
始
ま
り

葉
タ
バ
コ
耕
作
組
合
の
誕
生

昭和14年1月　当時の沼宮内小学校

昭和10年代前半　当時の沼宮内自治会館

町の葉タバコ生産実績　　　　　　　　　　  （５年ごとに掲載、赤字は最高値）

町
村
合
併
後
の
葉
タ
バ
コ

東京五輪が行われた昭和39年、聖火が町
内の若者に引継がれながら南北を縦断。
この年に、町内の葉タバコ生産者は936
人とピークを迎えた

Chap.1　町と葉タバコChap.2　最盛期の記憶

町村合併以前の葉タバコ生産実績 〔「岩手県たばこ史」   Ｐ.324 〕

〔「岩手県たばこ史」 Ｐ.328、県たばこ耕作組合提供 より 〕
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葉に刻まれた町の記憶
この町のカタチ特 集  Special Feature

岩
手
町
は
、
県
内
で
も
二

戸
市
に
次
い
で
２
番
目

の
生
産
量
が
あ
り
、
後
継
者
が

豊
富
で
意
欲
あ
る
産
地
で
す
。

太陽の下で働く幸せを

若
く
て
勢
い
の
あ
る
人

材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
当
組

合
を
引
っ
張
っ
て
い
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

県
北
地
域
の
葉
タ
バ

コ
の
発
祥
は
岩
手
町
で

あ
り
、
今
年
で
86
年
と

歴
史
あ
る
農
産
物
で

す
。
生
産
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
は
あ
り

ま
す
が
、
人
員
は
減
少

し
続
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
親
の
代
か
ら
営

農
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
頑

張
っ
て
い
る
農
家
は
、
誇
り
を

も
っ
て
こ
れ
か
ら
も
生
産
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

葉
タ
バ
コ
の
魅
力
は
、
農

家
同
士
の
つ
な
が
り
に
あ
り

ま
す
。
仲
間
の
支
え
や
後
押

し
が
あ
っ
て
こ
そ
今
の
自
分

が
あ
り
、
葉
タ
バ
コ

を
中
心
と
し
た
経
営

を
続
け
る
理
由
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
た
ち
に
は
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
が
栽
培
を
通
じ
て

一
番
伝
え
た
い
の
は

「
太
陽
の
下
で
汗
を
か

い
て
働
け
る
幸
せ
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
人
に
よ
っ

て
は
つ
ら
い
と
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
葉
タ
バ
コ
は
手

を
か
け
て
育
て
た
分
、

必
ず
見
返
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
や
り
が
い
と
喜
び
を
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
へ
継
承
し
て
い
き

た
い
で
す
。

組合長  坂本 誠
まこと

さん（68）

＝一戸町＝

県たばこ耕作組合

植
物
と
し
て
の
タ
バ
コ
は
、
ナ

ス
科
タ
バ
コ
属
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
同
じ
ナ
ス
科
の
植
物
で
あ
る

ナ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど
と
同
様
に
ア

メ
リ
カ
大
陸
を
原
産
地
と
し
、
世

界
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
各

地
で
耕
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

土
地
ご
と
に
異
な
っ
た
気
候
や
土

壌
に
育
ま
れ
、
黄
色
種
や
バ
ー

レ
ー
種
な
ど
多
く
の
品
種
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
県
を
含
む
東
日
本
で

は
、
バ
ー
レ
ー
種
が
主
に
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
葉
タ
バ
コ
生
産
は
、
日

本
た
ば
こ
産
業
㈱
（
Ｊ
Ｔ
）
と
の

契
約
農
家
に
よ
り
行
わ
れ
、
種
ま

き
か
ら
出
荷
ま
で
約
10
カ
月
か
け

て
栽
培
さ
れ
ま
す
。

１ ２ ３

４ ５

Ｊ
Ｔ
契
約
農
家
に
よ
る
栽
培

葉
タ
バ
コ
の
売
買
と
格
付
け

Chap.3  葉タバコの１年

収
穫
さ
れ
た
葉
タ
バ
コ
は
、
Ｊ

Ｔ
が
買
い
入
れ
ま
す
。
し
か
し
、

全
て
同
じ
値
段
で
買
い
入
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｔ
と
た

ば
こ
耕
作
組
合
が
決
定
す
る
「
標

本
葉
タ
バ
コ
」
を
基
準
に
、
Ｊ
Ｔ

の
鑑
定
員
が
格
付
け
を
行
い
、
耕

作
組
合
の
立
会
人
が
合
意
す
る

こ
と
で
価
格
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

葉
タ
バ
コ
は
下
位
葉
か
ら
中

葉
、
合
葉
、
本
葉
、
上
葉
の
順
に

収
穫
さ
れ
、
乾
燥
を
経
て
梱
包
さ

れ
ま
す
。
鑑
定
で
は
、
梱
包
が
開

い
た
状
態
の
葉
タ
バ
コ
を
一
包
ず

つ
確
認
し
、
表
面
と
小
口
と
呼
ば

れ
る
側
面
、
さ
ら
に
全
体
を
見
た

イ
メ
ー
ジ
を
合
わ
せ
て
格
付
け
し

ま
す
。
鑑
定
員
は
、
時
折
葉
を
持

ち
上
げ
、
内
部
を
確
認
し
な
が
ら

鑑
定
し
ま
す
。

格
付
け
が
終
わ
る
と
生
産
者
に

講
評
が
伝
え
ら
れ
、
評
価
が
下

が
っ
た
理
由
や
翌
年
に
向
け
た
改

善
点
が
示
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
て
、

生
産
者
と
Ｊ
Ｔ
が
共
に
次
の
年

へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

葉
タ
バ
コ
売
買
は
、
生
産
者
に

と
っ
て
、
１
年
の
収
入
が
決
ま
る

緊
張
の
瞬
間
。
約
10
カ
月
間
の
作

業
、
思
い
が
こ
の
日
に
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。

１_出荷のためブロック状
にされた葉タバコ　２_鑑
定員に格付けされ、緊張し
た面持ちで見守る生産者
３_毎年買い入れ現場には
佐々木光司町長が訪れ、生
産者を激励する　４_葉タ
バコを持ち上げて中を確
認している鑑定員　５_格
付け後には鑑定員が生産
者に講評をする

１月
２月

３月

４月

９月

10月

11月

12月

５月

６月

７月
８月

葉
タ
バ
コ
耕
作
の
１
年

種まき（３月中旬）

収穫（６月中旬～８月上旬）

心止め（７月上旬）

幹刈り（８月上～中旬）

乾燥（６月～11月）

出荷準備（10月～ 11月下旬）

梱包（10月下旬～ 12月）

出荷（１月上旬）

育苗（３月下旬～４月中旬）

定植（４月下旬）

生育（４月下旬～６月）
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仲
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一
方
井
地
域
は
昭
和
20
年
頃

か
ら
葉
タ
バ
コ
の
作
付
け

が
増
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
小

さ
い
頃
、
こ
の
辺
り
は
見
渡
す
限

り
葉
タ
バ
コ
し
か
見
え
な
い
ぐ
ら

い
盛
ん
で
し
た
。

私
が
親
か
ら
営
農
を
引
き
継
い

だ
の
は
18
年
前
、
41
歳
の
時
で
し

た
。
葉
タ
バ
コ
の
作
付
け
は
祖
父

の
代
か
ら
始
ま
り
、
私
で
３
代
目
。

10
歳
頃
か
ら
手
伝
い
を
始
め
、
高

校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就
農
し
ま

し
た
。
作
業
の
機
械
化
が
進
む
中

だ
っ
た
の
で
、
就
農
に
抵
抗
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
手
伝

い
と
仕
事
で
は
当
然
違
い
、
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
支
え
に
な
っ

た
の
が
、
地
域
の
耕
作
仲
間
で
し

た
。
身
内
に
不
幸
が
あ
れ
ば
み
ん

な
で
手
伝
い
、
苗
が
失
敗
す
れ
ば

分
け
合
う
な
ど
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

葉
タ
バ
コ
は
農
家
同
士
の
つ
な

が
り
に
加
え
、
収
入
を
計
算
で
き

る
点
も
特
徴
で
す
。
Ｊ
Ｔ
が
買
い

今
か
ら
10
年
前
、
28
歳
の
時

に
父
親
が
亡
く
な
り
、
突

然
農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
す
で
に
結
婚
し
て
お

り
、
幼
い
子
ど
も
が
３
人
。
継
い

で
す
ぐ
の
２
～
３
年
は
と
に
か
く

大
変
で
し
た
。
周
囲
の
人
た
ち
に

助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
や
り
方
を
と
に
か
く

考
え
ま
し
た
。
今
こ
の
時
間
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
子

ど
も
を
優
先
に
し
な
が
ら
日
々
を

駆
け
抜
け
、
今
に
至
り
ま
す
。

私
は
Ｊ
Ｔ
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
葉
タ
バ
コ
と

並
行
し
て
稲
作
も
行
い
、
収
穫

し
た
お
米
を
Ｊ
Ｔ
が
展
開
す
る

「
Ｆフ

ァ

ー

マ

ー

ズ

ａ
ｒ
ｍ
ｅ
ｒ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
」

を
活
用
し
て
、
町
産
業
ま
つ
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
Ｊ
Ｔ
公
式

Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

「
密
着
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」
と
い
う

番
組
の
取
材
を
受
け
、
農
業
の
Ｐ

Ｒ
も
し
て
い
ま
す
。

上
げ
て
く
れ
る
た
め
、
市
場
に
左

右
さ
れ
ず
安
定
し
た
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
は
あ
り
ま
す

が
、
会
社
が
求
め
る
限
り
私
は
営

農
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

高
齢
化
や
後
継
者
問
題
に
よ
り
、

あ
と
４
～
５
年
で
生
産
者
は
大
幅

に
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
も
県
内
、
さ
ら
に
は
国
内

で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
、
こ
の

地
域
が
残
り
続
け
、
未
来
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
と
二
人
三
脚
で
心
を
つ
な
ぎ
、

た
く
さ
ん
の
未
来
を
築
い
て
い
き
た
い

町葉たばこ振興会

会長　三浦 新
し ん ご

吾さん（59）

＝下鴫沢＝

三浦 啓
ひろたか

臣さん（37）

＝太田＝

「期待と不安が入り混じるが、苗を植える作業
が１番好きだ」と三浦さんは語る

町産業まつりでは、県たばこ耕作組合とＪＴが
生産者と消費者をつなぐFarmersマルシェを出店

Ｊ
Ｔ
は
、
技
術
支
援
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
生
産
者
に
寄
り
添
っ

た
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ
り
、
大

変
心
強
い
存
在
で
す
。
昨
年
か
ら

私
は
、
児
童
養
護
施
設
へ
の
支
援

を
始
め
ま
し
た
。「
１
人
で
も
多

く
の
人
を
支
援
し
て
あ
げ
た
い
」

心
を
救
い
、
心
を
つ
な
ぐ
こ
の
活

動
に
も
、
Ｊ
Ｔ
か
ら
た
く
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
私
た
ち
生
産
者
と
Ｊ

Ｔ
が
二
人
三
脚
で
歩
み
を
進
め
、

地
域
と
農
業
の
未
来
を
築
い
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ＪＴ公式YouTubeチャンネル
「密着ファーマーズ」

#1　岩手県岩手町
いわてっこ

#2　南海キャン
ディーズしずちゃ
んがスマート農業
を体験

Chap.4　託された思い
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Chap.5　記憶を未来へ

風
に
揺
れ
る
畑
の
葉
は
、
今
も
静
か
に
町
の
歩
み
を
語
り
続
け
て
い

ま
す
。
昭
和
14
年
に
始
ま
っ
た
葉
タ
バ
コ
の
栽
培
は
、
最
盛
期
に
は

９
０
０
人
を
超
え
る
耕
作
者
が
町
を
支
え
、
緑
の
畑
は
地
域
の
繁
栄
を

象
徴
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
の
現
在
、そ
の
担
い
手
は
69
人
ま
で
減
り
、

町
の
風
景
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
葉
タ
バ
コ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
が
消
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
農
家
に
と
っ
て
葉
タ
バ
コ
は
、
生
活
を
支
え
る
作
物
で
あ
る

と
同
時
に
誇
り
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
と

記
憶
の
結
晶
で
す
。
葉
一
枚
一
枚
に
は
、
人
々
の
暮
ら
し
と
町
の
歴
史

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
岩
手
町
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
大

切
な
農
業
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
葉
タ
バ
コ
の
歩
み
を
記
録
し
語
り
継

ぐ
こ
と
は
、
町
が
積
み
重
ね
て
き
た
多
様
な
足
跡
を
、
未
来
へ
確
か
に

伝
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

葉
に
刻
ま
れ
た
町
の
記
憶
を
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く
の
か
。
そ
の
問
い
に
向
き
合
う
こ
と
が

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
守
る
道
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。




